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1. はじめに 

AlGaN 系深紫外 LED は、殺菌効果が高いことから水銀ランプに代わる新たな紫外光源として注目

を集めている。菌・ウィルスによって効果的な波長に違いはあるが、265 nm がもっとも殺菌効果

が高い(3-5)。しかし、UVC(280 nm以下)の光は、自然には存在しない光であり、LED のように人工的

に作りだした場合、大気中の酸素を分解しオゾンを形成するため光が減衰することが予想される。 

本研究では菌・ウィルスに効果的な波長である 265 nm 波長において内視鏡を想定して癌細胞に

照射するため光源から腫瘍までの距離での光の減衰を評価し、課題を抽出することを目的に検討

を行った。  

2. 実験方法 

本研究では、265 nm 波長での深紫外光の光強度減衰を評価するために、真空中と大気圧での対

比が必要となる。LED の減衰率を正確に評価するために光源をコリメートレンズで直進化した光

減衰評価システムを製作し、光減衰を評価した。フォトディテクタは真空中でもレール上で可動で

きるようにオイルシールして実験を行った。 

3. 結果及び考察 

   Fig.1 に 265 nm LED で評価した光強度の測定位置依存性を示す。測定では 5 cm 位置にコリメー

トレンズを設置したため測定は 6 cm から行った。10 cm 位置までに光減衰が確認でき、20 cm の間

で光強度が 65％程度まで低下していることが確認できる。 

確認のため、LED 近傍を酸素濃度計によって評価すると LED を近づけた場合に酸素濃度は高く

なった。酸素濃度が影響を受けていることが明ら

かであり、オゾン発生が推察され、オゾンによる

光吸収が原因として考えられる。 

本課題は医療用途に深紫外 LED を利用する場

合に大きな課題であり今後の対策が必要であると

言える。例えば空気中の窒素濃度を使用領域で高

くすることなどが考えられるため、窒素を吹き付

ける構造での検討を進めることを予定している。 
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Fig.1 Light output intensity of 265 nm LED 

dependence of measurement position 
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